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福島原発事故により地表に降下した放射性物質は，その後，土壌や河川等を通じて拡散

することが予想される。そこで，様々な土地利用の地域における放射性物質の存在量・

移動量の測定，森林を含む多様な土地利用からの放射性物質の再飛散量の測定を大学共

同グループとして，2011 年7 月以来行っている。調査の端緒は，水文・水資源学会の

緊急調査費よりまかなわれ，その後，戦略推進費・文部科学省委託経費，原子力規制庁

委託経費よりまかなわれている。調査内容は，森林から野放射性物質の移行，水の移動

に伴う，放射性物質の土壌水・地下水・渓流水・河川水への移行調査と，様々な土地利

用での土壌区画からの土砂および放射性物質の河川への移行モニタリングを行った。 

 調査地域は，阿武隈川水系口太川上流域の川俣町山木屋地区である。調査対象地の

Cs-137 の沈着量は300～600kBq/m2である。畑地，採草地，牧草地，およびスギ林を含

む5 カ所の傾斜地と試験水田を選定し，区画内からの土砂・放射性核種の流出量の観測

を行った。また，阿武隈川流域を中心に30 カ所の測定点において，浮遊砂を通じた放

射性物質の移行量についてモニタリングを行っている。 

3 年近い調査の結果，侵食土砂のCs-137 濃度はあまり減少していない一方，水田から

のCs-137 浮遊砂濃度には減少が見られた。河川を通じた浮遊砂中のCs-137 は減少を続

けており，現在のところ2 重指数関数モデルにフィッティングされるような変化が見ら

れていることがわかった。 

 現在，福島原発より80km内の、水系における初期からの継続した包括的調査は，我々

のグループによるモニタリングしかなく，原発事故を発生させ，環境を汚染したわが国

の、社会的責任からも，今後の継続したモニタリングとそれを基にしたモデリングを継

続することが是非必要である。 
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